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The purpose of this study is to explore the mechanism that fosters GNT (Global-Niche-Top) firms. The study 
conducts a comparative case study of two GNT firms. Both of them were founded in Kochi Prefecture and captured 
a dominant market share in the global high performance paper industry.  
Based on the case studies, the study identifies five key factors in the growth of GNT firms: 1) Targeting markets 
with non-cost competition, 2) Improvement of existing technologies, 3) Reflection of feedback from customers, 4) 
Large scale investment in production capacity, and 5) Leadership of top management in implementing these 
actions. 
The two case studies show that the regional cluster effect has a limited role in GNT firms’ growth and that external 
links with the firms and universities in other geographical areas is more important than internal links. 
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田（2013）も、京浜地域における優良中小製造業 50 社へのインタビュー調査と 4,000 社へ















                                                        














































クラスターを形成する①要素（投入資源）条件 ②需要条件 ③企業戦略および競争環境 
④関連・支援産業 の 4 つの相互作用により、クラスター内での生産性の向上やイノベー
ションの創出の可能性が高まるという「ダイヤモンド・モデル」を提唱している。つまり、
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地域から、NT 企業や GNT 企業が多く生まれると述べている。さらに、細谷は、クラスタ
ーにおける産学官のネットワークを人為的に創出、強化するクラスター政策の展開により、
「成熟期」を迎えた地域においてニッチ市場が生み出される確率が高まるとし、NT 企業






2.2 GNT 企業の特徴について 
細谷（2014）は、まず、GNT 企業等の優れた NT 型企業 40 社へのインタビュー調査に




































行う。事例選択に先立って、本研究での GNT 企業の定義を明らかにする。GNT 企業に関
する既存研究を第 2 節で紹介したが、学術的には GNT 企業の概念は必ずしも明確にはな
っていない。そこで、本研究では事例研究をするにあたって、細谷（2014）や Simon（2009）
を参考に、「(1)自社製品のシェアが世界市場で 3 位以内、もしくは大陸内で 1 位、(2)売上





比較可能性を担保するために、同じ産業内で GNT 企業に成長した 2 社の事例を扱う。
また、産業集積やクラスターと GNT 企業の成長の関係を明確に把握するために、大都市
                                                        
4 既存研究では GNT 企業と NT 企業の区分はそれほど明確ではない。多くの既存研究では GNT 企業は「海
外市場でも競争力を持つようなニッチトップ製品を提供する優良な NT 企業」として定義され、優れた
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圏ではなく、地域経済で産業集積やクラスターが存在する産業を選択する。 
これらの基準を満たすように事例を選択した結果、製造品出荷額等 1 兆円あたりの NT
型企業の割合が、東京に次ぐ第 2 位と報告5されている高知県の紙産業を選択し、GNT 企
業であるニッポン高度紙工業株式会社（以下、本文中は NKK）と廣瀬製紙株式会社（以下、
本文中は廣瀬製紙）の 2 社を調査対象とした。この 2 社は、主要製品の世界シェアがトッ
プクラスである点、売上高規模が 40 億ドル以下である点、紙市場全体では必ずしも有名で
はないが、ニッチ分野である機能紙市場ではシェアが高い点等、先の GNT 企業の定義に






















調査対象 2 社が拠点を置く高知県は、全面積の 83.3％を森林が占めている7こと、大都市
や大産業集積地から遠いこと等から、高度経済成長期の工業化の波に乗り遅れた。そのた
め、工場等の立地が進まず、B to C の完成品メーカーが少ない、販売力や商品提案力が乏
しい企業が多いといった課題を抱えている。また、製造品出荷額等は全国最下位と低迷し
ている。さらに、従業員 100 人未満の事業所の割合8が 98.2％と企業の規模が小さく、多く
の企業が大企業の下請けや OEM に甘んじでいるような状況である。 
2 社が属する高知県の紙産業は、手漉き和紙をルーツに持つ伝統的な地場産業であり、
                                                        
5 細谷（2014）による。 
6 インタビューは、付表のとおり、合計で 16 回、のべ 25 名に対し行った。 
7 農林水産省「平成 22 年世界農林業センサス」。 
8 経済産業省「平成 24 年工業統計調査」。 
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験研究機関等が立地している紙産業集積地である。地域内には、NT 企業や GNT 企業にま






子会社を有している。2014 年 3 月 31 日現在、資本金は 2,241 百万円、従業員数は連結で




















                                                        
9 経済産業省「我が国企業の国際競争ポジションの定量的調査（平成 26 年 3 月）」、 
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2014fy/E004082.pdf（2015 年 9 月 14 日確認）。 
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ータは、電解コンデンサ紙として 1955 年に JIS 規格になっていたが、1995 年には廃止さ
れている。こういったことも、多品種化に拍車をかけ、現在、NKK は約 200 種類ものコン
デンサ用セパレータを生産している。（インタビュー番号 1-1，1-3） 





































































ィアヒロセ株式会社を有している。2014 年 2 月 28 日現在、資本金は 20 百万円、従業員数
は関連企業を含め 109 名となっている。売上高は約 2,400 百万円で、全売上高に占める海
外の割合は約 73％である。主要製品は電池用セパレータやろ過フィルター等の湿式不織布
で、中でも、アルカリマンガン電池用セパレータ（以下、電池用セパレータ）は総売上高
の約 37％を占めている。また、単 3、単 4 用では、国内シェア約 60％、世界シェア約 30％
                                                        
10 資本金、従業員数、売上高は、廣瀬製紙調べ。 
＜査読付き投稿論文＞ 




アルカリマンガン電池は、使い切りの一次電池で、単 1 と単 2 は 1942 年に、単 3 は 1951
































廣瀬製紙は、アルカリマンガン電池の中でも、大企業が参入している単 1、単 2 を避け、
小さいながらも生産量の多い単 3、単 4 をターゲットに製品開発を行ってきた。 
                                                        
11 経済産業省「我が国企業の国際競争ポジションの定量的調査（平成 26 年 3 月）」、 
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2014fy/E004082.pdf（2015 年 9 月 14 日確認）。 
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大きく異なっている。それらをまとめたものが表 1 である。 
 
表1 2社が参入した市場の構造や製品の特性等の比較 
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5.3 GNT 企業の成長メカニズムと産業集積、クラスターの関係性 
本研究の目的は、GNT 企業の成長メカニズムが、産業集積やクラスターに依存している
かを解明することである。そのため、5.2 で抽出された 5 つの戦略が、産業集積やクラス
ターの特徴である「地域内ネットワーク」によって実現されたものかを分析する。その結
果が表 2 である。 
 
表2 GNT企業へと成長するために必要な戦略とその実現に貢献した企業等の立地 































リーダーシップ － － 
（出所）筆者作成。 
 
このように、他の企業や大学等とのネットワークが影響する 4 つの戦略のうち、GNT 企



















ク」が貢献しているかを分析したところ、GNT 企業の成長に特に重要だと考えられる 3 つ
は、「地域外ネットワーク」により実現していることが解明された。 













































本研究において、事例はわずか 2 社だが、詳細な調査により、GNT 企業の成長メカニズ
ムを浮き彫りにできたこと、そして、GNT 企業の成長メカニズムが、産業集積やクラスタ
ーに大きく依存していない可能性があることを解明できた点は、大きな研究成果だと考え





番号 インタビュー先 インタビュー 
日時・場所 企業・団体名 役職 氏名 
1 1 ニッポン高度紙工業㈱ 代表取締役社長 鎮西 正一郎 2014.8.21  9:00～12:20 
同社 2 取締役常務執行役員 山岡 俊則 
3 執行役員技術開発本部長 久保 純 
4 経営企画室 主任 武田 知恵 
2 5 ニッポン高度紙工業㈱ 相談役 関 裕司 2014.9.22  13:30～17:00 
同社 6 執行役員技術開発本部長 久保 純 
7 総務課 課長代理 関 誠一 
3 8 ニッポン高度紙工業㈱ 代表取締役社長 鎮西 正一郎 2014.11.26  13:00～14:15
同社 9 執行役員技術開発本部長 久保 純 
10 経営企画室 主任 武田 知恵 
11 総務課 課長代理 関 誠一 
4 12 廣瀬製紙㈱ 代表取締役 岡田 勝利 2014.11.19  14:45～15:45
横浜市内 
5 13 廣瀬製紙㈱ 工場長 山岡 光生 2014.11.17  13:00～14:30
同社 
6 14 高知県 
紙産業技術センター 
所長 関 正純 2014.1.23  14:00～16:30 
同センター 
7 15 高知県 
紙産業技術センター 
所長 関 正純 2014.4.28  10:00～12:10 
同センター 
8 16 高知県 
紙産業技術センター 
所長 関 正純 2014.7.29  13:05～14:35 
同センター 




比江森 則幸 20.14.8.4  9:10～11:30 
高知県庁 
                                                        
12 高知県の外郭団体で、企業支援を行っている公益財団法人。 
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比江森 則幸 2014.8.26  15:00～15:30 
電話 
11 19 高知県商工労働部 
新産業推進課 
課長 森 学 2014.8.25  17:00～18:30 
高知県東京事務所 
12 20 東京産業洋紙㈱13 取締役電材営業本部長 前島 秀彦 2014.9.3  11:00～12:00 
同社 
13 21 東京産業洋紙㈱ 取締役電材営業本部長 前島 秀彦 2014.9.16  15:00～17:00 
日本ケミコン㈱ 22 日本ケミコン㈱14 資材部長 後 剛志 
14 23 東京産業洋紙㈱ 取締役電材営業本部長 前島 秀彦 2014.10.6  14:00～15:30 
同社 
15 24 日本ケミコン㈱ 資材部長 後 剛志 2014.10.7  14:00～16:00 
同社 















軟な分業・集積の条件』有斐閣, pp.1-23。  
小畑登紀夫（2012）「手漉和紙産業における光と影」『近代日本の創造史』第 14 号，pp.20-34。 










                                                        
13 NKK の販売代理店。 
14 NKK のユーザー企業でアルミ電解コンデンサメーカー。アルミ電解コンデンサでは世界トップシェア。 
15 電池や電池器具に関する調査研究等を行う一般社団法人で、正会員 16 社、賛助会員 79 社で構成。 
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